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　本書の初版は，2001年に発行
された．この「アナトミー・トレイン：
筋膜経線」というものに触れ，今
まで，筋，骨，関節と別 に々とられ

ていた治療概念に「つながり」を
意識した人も多かったと思われ 
る．今回の第4版でも，多くの最
新情報が掲載されている．「筋膜

（fascia）」という用語は，日本にお
いて急激に広まっているものの，
未知の部分も多い．本書は，まさ
に電車のように，とどまることなく
最新の情報を取り入れて進化し
ている．
　特筆すべき点は，著者トーマス・
W・マイヤース氏は，間違いなく臨
床家であるという点である．それ
は，「治療の核心は手技の応用に
とどまらず，聴く，見る，感じる，そ
して理解する能力にある．少なく
ともこれが本書の根幹である」と
言い切っている点と，ある一定の
ルールに従えば「読者が本書に
記載していない列車を加えること
ができる」と著者の考えがすべて
ではなく，読者自身が創意工夫に
より新たな発見をしてもよいと自由

度を与えている点からもうかがえ
る．まさに本書の根幹は臨床にあ
り，単なる解剖書とは異なり，本書
にあふれる概念を理解すれば，間
違いなく臨床の一助になるという
のが，読後に抱いた第一印象で
ある．
　本書は11章で構成され，第1
章「レールを敷く」では，アナトミー・
トレインの考え方が，エビデンスも
含めて理論的に紹介されている．
特にこの概念が生まれた歴史も
丁寧に書かれており，先人たちに
多くの敬意が込められており，好
感を覚える．各論に当たる第2～
9章では，アナトミー・トレインのルー
ルと，各アナトミー・トレインの詳細
が解剖にそって解説されている．
この筋膜連結こそが，本概念の
特徴であるが，正直，一度読んだ
だけで理解するのは難しい．しか
し，本書では，動画での解説もさ
れており，映像で3次元的に捉え
ることが可能であるため，かなり
理解が進む．何度も繰り返し見
ることもできるため，繰り返し視聴
することをお勧めする．

　第10章「アナトミー・トレイン・イ
ン・ムーブメント」，第11章「ボディ
リーディング®」では，アナトミー・ト
レインの概念を応用した治療法が
解説されており，第2～9章で得
た筋膜のつながりの臨床応用が
わかる．この章で述べられている
ことを各読者の臨床に応用するこ
とで，読者の臨床力が飛躍的に
向上するヒントが数多く掲載され
ている．ぜひ参考にしてほしい．
　85ページにわたる付録1「膜読
本」は，「膜（fascia）」に対する
最新の情報が，エビデンスも含め
て重厚にまとめられている． 筋 
は骨の近位端と遠位端のみに付
着するという観念的概念を変え，
正しく一般化したいという著者の
想いが表れたパートだと思われ 
る．すべての「筋膜（fascia）」にか
かわる治療者に一読していただき
たい．
　本書は，これまでのアナトミー・ト
レインを超える，より進化したアナ
トミー・トレインであり，乗車した読
者の治療概念を進化させる一冊
である．
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